















こは,か って捺染業の産地 として大いに栄 え
た所である。 ミュルーズが捺染の都市 として
始 まったのは歴史的にみて,そ う古い ことで
はなく,1746年に4人 の ミュルーズの若者が

















1830年頃 になって,綿 製 品のためのデザ イ
ンが大変重 要 な ものだ と認識 され るようにな
り,各 々 の捺 染業者 はア トリエ を もち,1850
年頃 には ミュルー ズは フランス中に染 色の都
市 として名声 を轟 かせた。 ミュルーズのデザ
インが優 れて いる と言 う理 由か らイギ リス,

















へ は綿布や毛織物 を輸出 していたことなどか
らも,こ うした製品は日本への輸出用であっ






のア トリエは約18軒残 った ものの,捺 染産業
はしだいに衰え,か ろうじて家具や室内装飾
用の製品の生産が続けられた。







ル グ6)らによって寄贈された ものである。 こ
れ らのデザインは大 きく三つの種類に分類す
ることがで きる。
① 全 く日本の伝統的な文様を模倣 したもの
② 日本 と西洋の図案の混合様式の もの
③ 日本への誤解から生まれた,日 本にも存
在 しないような奇妙な文様のもの






ノブの寄贈品の中に広重,英 泉,芳 瀧,歌 麿
の浮世絵,北 斎漫画の表紙,日 本美術を扱っ
ていたH.デ ィー トランの広告があることな





の美術 について知 っていた人物 が幾人かい
たη。 また,ミ ュルーズは染料,蚕 といった
分野においてもアジアと早 くか ら交流があっ
た。 ミュ ル ー ズ で は特 に"Levertde
Chine"という染料の秘密を探 して,リ ヨン
の商工会議所 とともに,1850年代にはこの染






て,と いった項 目でミュルーズの産業協会 に
報告が寄せ られていた8)。
3.ま とめ
19世紀 後半 の ミュルーズの捺染 品の 中に 日
本の様 式 を持 つ ものが現れた ことにつ いて,
ミュルー ズのデザイナーた ちは 日本の図案 に
対す る美的発見 か ら生産 を始 めたので はな く,
日本 を輸 出市場 として考 え、 日本 の図案 にな
らって制 作 を していた こ とが わか った。 その
た め現存 する下絵 と捺染品 の多 くは,日 本 の
図案 の全 くの模倣 と日本への空想 のデザ イ ン
が多 く,洗 練 された もの とは言 い難か った。
これ はや は り産 業第一主義 に走 ったた め,デ
ザ イナー が 日本の図案 を丁寧 に分 析す る余裕
が なか った ことを示す ものだ と言 えよ う。 開
国以 降拡 が った 日本美術 は,ヨ ー ロッパ の美
術界 に大 きな影響 を与 えたが,1880年代 ころ
は 日本の美術 品 に対す る認識が変 化 しだ した
頃 だ った。 日本の美術の模倣 が もた ら したジ
ャポネズ リーに対 す る反動 はや がて ジャポニ
スム を生 む ことにな るが,そ こに至 る までに
は,ま ず模倣 に よって ある程度 の 日本美術 の
知識 が必要 であ った。 そして,こ の ミュル ー
ズにお ける模倣 は,単 な る模倣 で は終わ らず,
その後 リヨンにおいて見 られ る染織 品 に影響
を与 えて い くことになる。
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